
・有機合成化学
・超分子化学
・超分子ゲル
・分子認識

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : ゲル、自己集合、超分子、電気泳動

■ その他の研究紹介
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分子自己集合による超分子ゲルの創製

超分子カプセルに関する研究
分子認識に関する研究学術院理学領域

准教授

山中 正道

自己集合能を有する有機分子を設計、合成しそれらのゲル化能を評価している。これまで、疎水構造を有する
三回対称トリスウレア分子による有機溶媒のゲル化、両親媒性構造を有する三回対称トリスウレア分子による
水系溶媒のゲル化を達成している。これらの超分子ゲルは、分子設計に応じて様々な刺激応答性を有する。さ
らに、超分子ヒドロゲルを支持体とした、タンパク質の電気泳動法の開発も達成した。

・特筆すべき研究ポイント：
有機合成を基盤技術に、様々な低分子ゲル化剤を創出することができる。
化学構造とゲル化能に関する知見が集積され、低分子ゲル化剤の論理的な分子設計が実現されつつある。

・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
三回対称トリスウレア構造を基盤とする低分子ゲル化剤は、我々が独自に分子設計し合成した有機化合物で

ある。
超分子ヒドロゲルを支持体とした電気泳動は、他に例のない研究要素である。

・従来技術との差別化要素・優位性：
三回対称トリスウレア構造を基本骨格とした低分子ゲル化剤では、化学修飾により多様な機能性超分子ゲル

の創製が可能となる。

・特許等出願状況：
・超分子ゲルに関する特許出願 ６件（関連特許も含めて記載）
・特許第5585868号、特許第5283126号、特許第5649073号 など

１）主な専門分野
分子細胞生物学・生化学・遺伝学

２）研究内容
１、相同染色体の対合機構の解明
２、減数分裂期の染色体分配機構の解明
３、減数分裂の進行制御機構の解明

減数分裂における染色体制御における基礎的解析技術や学術的な知見の相談など。また、体細胞
分裂における染色体分配、あるいはガン化における染色体分配異常などの学術的な知見の相談。

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 生殖細胞、染色体、酵母、減数分裂

■ その他の研究紹介

研
究
の
概
要

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

生殖細胞の染色体分配異常に起因する不妊、
発達障害の原因究明および医療法の開発

学術院理学領域
教授

山本 歩

減数分裂期に微小管モータータンパク質がテロメアの核内配置や核運動を制御することによって、相同染色体
の対合に関与することを見いだしており、この機構を解析している。また、染色体の分配進行制御に減数分裂特
異的なタンパク質分解制御因子が関与すること、減数分裂特異的な染色体構造制御にMAP kinase経路が関与
することも見いだしており，これらの機構を解析している。

・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
減数分裂期の相同染色体の対合に微小管モーターが関与するということは世界で初めての発見である。また、

生細胞で減数分裂期の染色体を可視化することによって解析を進めてきたが、このようなアブローチはこれま
で他の生物ではほとんどおこなわれていない。

・従来技術との差別化要素・優位性：
分裂酵母の染色体を生細胞で可視化する技術をもっており、減数分裂のすべての過程における染色体の動

態を単一細胞内で追跡することが可能となっている。このような解析は他の生物ではまだ不可能であり、非常
に有利である。

・特許等出願状況：
全１件 酵母染色体の任意の部位をマーキングする方法 （特許第3612559号）

相同染色体の対合機構
の解明

減数分裂期染色体分配
進行制御機構の解明

減数分裂期の染色体構
造制御機構の解明

減数分裂の染色体分
配機構の解明

不妊、発達障害の原因
究明および治療法の確
立
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